
 

 

 

                                           

「出ユーラシアの統合的人類史学： 

文明創出メカニズムの解明」 
                                            

領域番号：5101 

 

 

令和元年度～令和五年度 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金） 

（新学術領域研究（研究領域提案型）） 

研究成果報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 6 月 

 

                 領域代表者 松本 直子 

岡山大学・文明動態学研究所・教授 



はしがき 

現在、ヒト（ホモ・サピエンス）は地球上に約 80 億個体生活しており、家畜と合わせる

と陸上脊椎動物のバイオマスの 9 割を占めている。ヒトが、これほど異常な生物学的「繁

栄」に達したのはなぜか。大規模で複雑な社会組織、高度な科学技術、巨大な世界宗教を含

む様々な宗教的信念など、他の動物行動とは大きく異なる特異的な様相が現れたのは、文明

形成期である。文明形成期は、200 万年にわたるヒト属の進化を通して継続した遊動的狩猟

採集生活が大きく転換した時期であり、後代の社会・文化の基礎となった。我々がどのよう

にしてここに至ったのかを知るためには、文明形成がどのようにして起きたかを明らかに

する必要がある。 

従来の研究の問題点は、文明形成を二項対立的、還元論的に捉えていることである。自然

と文化、心と物質、という概念を所与のものとして扱うため、文化そのもの、心そのものを

根本的に問い直すことができていない。物質文化の技術的機能と、人間の心に訴えかける芸

術的・認知的機能についても、これまで二項対立的に捉えられてきた。こうした従来の枠組

みでは、自然と文化の間の複雑な相互関係、心と物質が不可分に結び付いて展開する文明形

成の実態を捉えることができないため、何が現代社会に至る爆発的かつ急速な社会的・文化

的変化をもたらしたのか、という問題が十分明らかにされていない。 

そこで本領域研究は、考古学、考古学、認知科学、神経科学、社会心理学、文化人類

学、生物考古学、生態人類学、医療人類学、天文学、遺伝学など、多くの専門分野の研

究者による、分野統合的アプローチによって文明創出メカニズムを明らかにし、これま

でにない人間観・文明観を提示することを試みた。本報告書は、その具体的な成果をとり

まとめたものである。 
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遷」協力, 2024. 

6. 松本直子. 人類史の中でジェンダーを考える, イキイキ人間学 (人権教育連続講座), 

ライフパーク倉敷, 2023. 

7. 国立歴史民俗博物館 . 歴博色尽くし. 国立歴史民俗博物館 2023 年度企画展示, 

2024/03/11-2024/05/06. 

8. 渡部森哉, 市木尚利, 伊藤伸幸, 井上幸孝, 多々良穣, 松本雄一, 森下壽典. 古代ア

メリカに関する授業案作成 WG の 2022 年度の活動報告. 『古代アメリカ学会会報』 

48, 2023, pp.21-23. 

9. International Symposium of “Out of Eurasia” Project Human Dispersal from North 



Eurasia via Beringia into North America, 2022/10/15-16. 

10. International Workshop in Arequipa, Peru: Various Perspectives for Landscape 

Studies , 2023/08/16. 

11. 齋藤亜矢. NHK「チコちゃんに叱られる」拡大版 SP！ NHK 総合 2023/5/12 放送 

（「なんで人間だけが絵を描けるの？」解説・出演）. 

12. 川畑秀明, 齋藤亜矢. NHK ヒューマニエンス 40 億年のたくらみ「“アート” 壮大な

“嘘”が教えてくれるもの」NHK-BS プレミアム 2023/3/28 放送 （スタジオ・ゲス

ト・コメンテーター, 解説・出演）. 

13. 嶋田誠. 遺伝子に刻まれた人類の一大特徴、多様性. 知立市生涯学習推進講座「知を

立てる講座」 2023/09/10. 

14. 3D ハンズオンセミナー「形ノ理第 2 回セミナー: モノが語る物語」三次元計測概論・

SfM 初級講座, 2019/11/09. 

 

研究成果による産業財産権の出願・取得状況 

該当なし 

 

研究成果 

本領域は、既存の学問分野の枠に収まらない新興・融合領域の創成を目指すものとして申

請し、採択されたものである。以下の点において、本領域がかかわる多くの学問分野に大き

なインパクトを与えることができ、社会への波及効果においてもいくつかの重要な成果が

あったと考える。これらの成果は、いずれも本領域の後継プロジェクトとして採択された学

術変革領域（A）「マテリアマインド」の概念的および手法的な中核的基盤を提供するもの

であり、新たな研究分野の創出とともにその飛躍的発展に大きく寄与することが期待され

る。 

 

自然と文化、心と物質という二元論的視点を超えた革新的・創造的な研究領域の創成・発展 

本領域の基盤論理である「三元ニッチ構築」をさらに第一相と第二相に分けるメカニズム

を見出し、これによって人類史上の難問とされる「サピエント・パラドックス」を解明する

論理基盤を提供した。これは、広く考古学・歴史学の新展開に寄与するものであるとともに、

これらの人文学分野を自然科学分野に結びつける実体的基盤を提供するものである。人口

動態と戦争の関係についての定量的分析を高インパクトのジャーナルに発表するなど、人

類史における戦争の位置づけや要因に関する研究を展開し、好意的に引用されることが増

えている。このように研究成果は国際ジャーナルで積極的に公表し、国際的な議論の活性化

に貢献した。岡山大学文明動態学研究所の設置により、本領域が目指した革新的な文明動態



研究を継続的に実施する拠点も形成することができた。 

 

Iriki A, Suzuki H, Tanaka S, Vieira Bretas R, Yamazaki Y. (2021) The sapient paradox and 

the great journey: Insights from cognitive psychology, neurobiology and phenomenology. 

Psychologia, 63, 151-173 .より 

 

 

出ユーラシア地域における文明創出メカニズムの実態解明 

文明研究の主たる対象とされてこなかった出ユーラシア地域が、人類史における文明形

成の実態を問う上で逆に有効かつ重要であることを示し、出ユーラシア地域の中で地域間

比較を行うことで新たな文明論を提示したという学術的意義は大きい。特に、ドメスティケ

ーションのあり方、モニュメント構築と時空間認知の関係、戦争の実態など、多くの点にお

いてユーラシア地域とは異なる特徴が明確となったことは重要な成果であった。 

 

 



新たな研究手法の開発・普及 

従来よりも高精度・広範囲な遺跡・地形測量図や、データベースなどを作成し、それらを

国際的に公開あるいは地域社会に提供することで学術的・社会的に意義深い情報発信を行

った。天体を含めた過去の遺跡における環境認知の分析を可能とする天体シミュレーショ

ンソフト arcAstro-VR を開発し、公開した（https://arcastrovr.org/ja/）。本領域で多用した

3D 計測は研究期間中にかなり普及したが、ハンズオンセミナーでの 3D データ取得技術普

及のアウトリーチ活動や遠隔地の資料の 3D 形状を出向かずに観察・比較できるシステムの

構築などで貢献した。こうした活動と技術の普及で、研究費の効果的使用や資料へのアクセ

シビリティの地域間格差の是正など様々な波及効果が期待される。3D を研究にいかに活か

せるかの社会的な議論や実践が課題となっていたが、C01 班が獲得した体系的な土器等の

3D モデルの数理解析、B03 班の人骨の解析、A02 班の考古資料の微細痕跡の可視化・判読

など新たな研究方法の開発と活用促進に貢献した。また、考古学・人類学データを用いた定

量的研究も徐々に増加しており、進化学を含めデータ・研究法に関心をもち、使用する学生・

ポスドクの増加がみられた。 

 

分野統合的研究の推進 

 領域全体として人文社会学系と自然科学系の異分野連携・共同を推進し、既存の学問分野

の枠に収まらない成果が得られた。この分野統合的研究の成果は多く、例えば以下がある。

景観研究をはじめとする成果は、我が国初の本学的な文化/社会人類学と考古学の共同・連携

であり、両分野の発展に寄与する。また国際保健学や人類生態学との文理融合の成果は、途

上国支援の現場でも要望される応用実践であり、国際的・社会的にも意義ある成果となった。

国内外の遺伝学・考古学・古環境学の共同研究やそれらの専門家が一堂に会した国際シンポ

ジウム「ベーリンジア：ユーラシアからアメリカへの人類の拡散」は、今後ヒトの新大陸への

進出を議論する際に参照・引用される国際的な学術業績として、日本語・英語の動画を岡山

大学文明動態学研究所（https://ridc.okayama-u.ac.jp/）の YouTube で公開している。さらに、

人類史や文明形成等を追究した分野統合的成果は、D.グレーバーの『万物の黎明』など近年

の一大潮流を先取りする成果となり、とくにヒトの認知を統合的に解明する考古学的な芸術

遺物の認知の脳神経メカニズムを定量科学的に研究する手法を確立し、過去の人類の認知特

性に関する定量科学的研究を可能にした。これにより従来の記述的方法による文明間比較研

究を、共通する定量的評価軸を基盤とした研究へと拡張する道を開拓できた。従来の線型因

果関係とその主要因の追究による「歴史観」にもとづいた考古学・歴史学の研究手法を超え、

本研究領域の成果に基づく並列確率重畳的な歴史発展経路の理論化と、それを事実から検証

するための量子計算機による斬新なシミュレーション研究の方法を提案するに至った。 

 

 


